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…
…
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…
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と
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し
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く
だ
さ
い
－
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ー
二
月
］
日

　
”
克
雪
住
宅
づ
く
り
資
金
貸
付
制

度
”
は
、
全
国
で
も
例
を
見
な
い
十

日
町
市
独
特
の
制
度
で
す
。
冬
期
間

の
交
通
確
保
の
課
題
と
同
様
に
、
克

雪
対
策
の
上
で
屋
根
雪
処
理
が
大
き

な
課
題
と
さ
れ
る
中
で
、
そ
の
ひ
と

つ
の
解
決
策
と
し
て
実
施
さ
れ
る
の

が
、
こ
の
制
度
で
す
。

　
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
こ

の
制
度
の
申
込
み
の
受
付
を
、
二
月

一
目
か
ら
開
始
い
た
し
ま
す
。
　
（
昭

和
五
十
八
年
度
分
は
、
五
月
三
十
一

日
ま
で
。
五
十
九
年
度
以
降
は
三
月

一
目
～
十
五
目
の
予
定
）

　
〔
貸
付
制
度
の
主
な
内
容
〕

　
貸
付
対
象
家
屋

次
の
内
容
の
家
屋
（
住
宅
、
店
舗

カ、

　
　
　
　
受
付

ら
『
　
開
始

事
務
所
、
車
庫
、
工
場
等
）
の
新
築
や

改
築
に
対
す
る
経
費
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

〈
融
雪
式
の
場
合
〉

　
一
、
平
年
雪
に
対
し
て
、
屋
根
の

上
で
雪
を
と
か
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
家
屋
の
新
築
と
改
築

　
二
、
平
年
雪
に
対
し
て
、
融
雪
処

理
が
期
待
さ
れ
る
、
ル
ー
フ
・
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
屋
根
雪
処
理
施
設

の
設
置
家
屋

〈
耐
雪
式
の
場
合
〉

　
積
雪
荷
重
三
材
以
上
の
耐
雪
構
造

家
屋
の
建
設

　
　
貸
付
対
象
者

　
個
人
と
従
業
員
三
十
人
以
下
の
法

人
で
、
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し

て
い
る
人
で
す
。

申
告
は
お
早
め
に
〃

　
昭
和
五
十
七
年
分
の
贈
与
税
の
申

告
は
二
月
一
目
か
ら
、
所
得
税
の
確

一
、
市
税
等
を
完
納
し
て
い
る
人
。

二
、
貸
付
金
の
償
還
能
力
の
あ
る
人
。

三
、
取
扱
金
融
機
関
で
定
め
て
い
る

　
　
条
件
に
合
っ
て
い
る
人
．

　
　
貸
付
金
額

　
一
戸
当
り
の
工
事
費
所
要
額
の
八

十
欝
以
内
で
、
十
万
円
単
位
に
三
百

万
円
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
一
戸
当

り
の
工
事
所
要
額
は
百
万
円
以
上
に

限
り
ま
す
。

　
　
貸
付
の
条
件

　
一
、
利
率
及
び
償
還
期
間
…
…
年

利
五
暫
。
償
還
期
間
十
年
以
内
。

　
二
、
償
還
方
法
…
…
取
扱
金
融
機

関
の
定
め
て
い
る
割
賦
償
還
で
す
。

　
三
、
担
保
及
び
連
帯
保
証
人
…
…

市
内
に
住
ん
で
い
る
弁
済
能
力
の
あ

る
連
帯
保
証
人
を
一
名
以
上
．
担
保

を
つ
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
　
資
金
貸
付
の
時
期

　
工
事
の
完
了
を
確
認
し
た
後
で
す
。

　
　
取
扱
金
融
機
関

　
第
四
、
北
越
、
新
潟
相
互
、
大
光

相
互
、
新
潟
県
信
用
組
合
、
労
働
金

ll川川”””川”lll””川””川川”1樋””川III

　
平
年
よ
り
少
な
い
今
冬
の
積
雪
で
す
が
、
市
内
各
地
で

雪
に
関
す
る
事
故
や
災
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
市
雪
害

対
策
室
で
は
、
市
民
生
活
の
安
全
確
保
の
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
対
策
に
、
お
互
い
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
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1
　
　
8
印

　
餉
2

嶺
轟
ヵ
贈
饗

五
日
で
す
。

　
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署

は
大
変
混
雑
し
、
長
い
時
間
待
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
も
な
り
ま

す
の
で
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
く
済

ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
水
あ
が
り
の
防
止
を

　
す
で
に
道
路
三
件
、
家
屋
二
件
の

水
あ
が
り
が
発
生
（
一
月
十
八
日
現

在
〉
し
て
い
ま
す
。
や
む
を
得
ず
流

雪
溝
以
外
の
測
溝
等
に
投
雪
を
す
る

場
合
は
、
地
域
で
の
監
視
体
制
を
講

ず
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。
下
流

の
こ
と
を
考
え
て
投
雪
す
る
こ
と
が

水
あ
が
り
防
止
に
最
も
重
要
な
こ
と

で
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
駐
車
違
反
に
注
意

　
除
雪
作
業
の
際
に
、
障
害
と
な
る

駐
車
違
反
車
輔
は
、
取
締
り
を
徹
底

し
て
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
禁
止
区

域
で
は
駐
車
を
絶
対
し
な
い
こ
と
。

羅
縷
瀞
叢
嚢
灘
鷲

－
　
㊦
瀦
鞍

．
庫
の
各
市
内
支
店
と
十
目
町
市
農
協

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
市
民
生
活
課
環
境
係
（
盈

七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
二
六
）
へ
。

“
さ
よ
う
な
ら

　
　
雪
お
ろ
し
パ
聾
卜
∬
”

　
，
鰻
S
T
テ
レ
ビ

　
　
ニ
月
十
輔
鏑
（
祝
）

　
　
　
午
後
二
時
～
三
時

　
（
再
放
送
％
㈹
深
夜
0
時
30
分
～
V

※
十
日
町
市
の
糞
雪
対
策
・
屋
根

雪
麹
理
方
法
・
克
雪
住
宅
づ
く
り

貸
付
制
度
な
ど
を
赦
映
し
ま
す
。

　
　
　
、
▼
消
雪
パ
イ
プ
の
節
水
と

　
　
　
　
　
　
有
効
利
用
を

　
　
　
　
雪
の
な
い
道
路
の
消
パ
イ
稼
動
や

　
　
　
必
要
以
上
に
高
く
水
を
出
す
こ
と
は

　
　
　
資
源
的
に
も
、
経
費
的
に
も
無
駄
で

　
　
　
す
．
特
に
消
雪
パ
イ
プ
の
管
理
者
、

▼
な
だ
れ
、
土
砂
ぐ
ず
れ

　
な
だ
れ
、
土
砂
く
ず
れ
等
は
、
こ

れ
か
ら
が
一
番
起
こ
り
や
す
い
時
期

で
す
。
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
特
に

注
意
し
、
危
険
を
察
知
し
た
ら
、
速

や
か
に
雪
害
対
策
室
に
ご
連
絡
を
。

▼
雪
お
ろ
し
の
転
落
事
故
に
注
意
を

運
転
者
の
皆
さ
ん
に
、
”
節
水
”
と

”
有
効
利
用
”
を
呼
び
か
け
ま
す
。

雪
害
対
策
室

盈
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
六
八

夜
間
　
盈
七
－
三
一
二
〇
番
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曽
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縫

　
霧
、
綬
欝
麟

　
　
懇
擬
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期
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尋
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轍
㎜

　
　
　
　
　
：
輯

雪
の
芸
術
作
品

　
　
見
学
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　
雪
ま
つ
り
委
員
会
と
市
観
光
協
会

で
は
、
昨
年
、
初
め
て
実
施
し
て
大

変
好
評
だ
っ
た
「
雪
の
芸
術
作
品
見

学
ッ
ア
i
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
雪
ま
つ
り
の
原
点
は
、
雪
の
芸
術

作
品
で
す
。
子
供
が
雪
だ
る
ま
を
作

っ
て
遊
ぶ
よ
う
に
、
大
人
が
雪
で
彫

演講会日
題師場時

刻
を
作
っ
て
み
て
は
と
は
じ
め
ら
れ

た
雪
の
芸
術
作
品
展
は
年
々
充
実
し
、

市
街
地
中
心
だ
っ
た
作
品
も
、
最
近

は
市
内
一
円
に
広
ろ
が
り
、
下
条
、

江
道
、
鉢
地
区
な
ど
広
範
囲
に
製
作

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
つ
れ
て
、
せ
っ
か
く
で
き

た
作
品
を
全
部
見
れ
な
く
て
残
念
だ

雪
ま
つ
り
講
演
会

二
月
十
三
日
（
日
）
午
前
十
時
～
十
二
時

市
民
会
館
ホ
ー
ル

中
村
武
志
　
　
（
作
家
）

「
目
白
三
平
の
生
活
の
知
恵
」

　
　
～
省
エ
ネ
が
ら
み
の
中
で
の
生
活
の
知
恵
は
～

と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
し
、
審
査
直

前
の
一
番
良
い
状
態
の
作
品
を
み
て

み
た
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
す
で
に
、
山
口
県
、
愛
知

県
、
村
上
市
な
ど
、
遠
方
か
ら
の
申

し
込
み
も
届
い
て
い
ま
す
。

　
最
も
美
し
い
雪
の
芸
術
作
品
を
楽

し
め
る
見
学
ッ
ア
ー
に
お
さ
そ
い
あ

わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
二
月
十
一
日
（
金
）

　
　
午
後
七
時
～
十
一
時

　
　
　
（
午
後
六
時
半
集
合
）

集
合
場
所
　
十
目
町
商
工
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
四
階
ホ
ー
ル

定
員
　
百
人

会
費
　
千
八
百
円
（
夜
食
…
コ
シ
ヒ

カ
リ
お
に
ぎ
り
、
と
ん
汁
、
地
酒
、

記
念
品
付
）

見
学
方
法
　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
、
雪

の
芸
術
展
審
査
会
と
前
後
し
て
、
審

査
作
品
と
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
を
見
学
、

申
し
込
み
　
雪
ま
つ
り
事
務
局
（
本

町
三
、
商
工
福
祉
会
館
内
　
B
七
－

三
七
三
二
番
、
二
－
五
三
六
六
番
）

に
会
費
を
そ
え
て
。

そ
の
他
　
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

り
ま
す
。
詳
細
は
申
し
込
み
時
に
ご

説
明
し
ま
す
．
会
費
は
返
納
し
ま
せ

ん
。

雪
上
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
参
＊
加
＊
者
＊

　
第
三
回
雪
上
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が

二
月
十
三
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ
ま

す
。　
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
競
技
方
法
は

出
場
者
が
、
午
前
十
一
時
に
カ
ー
ニ

バ
ル
会
場
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、

雪
ま
つ
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
広
場
の

位
置
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
市
街
地
に

あ
る
五
つ
の
広
場
に
設
置
し
て
あ
る

ス
タ
ン
プ
を
順
次
つ
い
て
、
再
び
カ

ー
ニ
バ
ル
会
場
の
ゴ
ー
ル
に
も
ど
る

も
の
で
、
順
位
は
主
催
者
側
が
設
定

し
た
時
間
（
約
二
時
間
）
に
一
番
近

い
組
か
ら
順
位
を
つ
け
ま
す
。

　
地
図
と
磁
石
を
使
っ
て
ポ
イ
ン
ト

を
廻
っ
て
ゆ
く
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
を
簡
単
に
し
た
競
技
で
、
初
め
て

の
人
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
広
場
の
楽
し
さ
も
味
わ
え

も

ま
す
。

　
個
人
で
も
、
家
族
で
も
、
ま
た
グ

ル
ー
プ
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。競
技
　
二
月
十
三
日
、
午
前
十
一
時

ス
タ
ー
ト
（
十
時
四
十
分
ま
で
に
カ

ー
ニ
バ
ル
会
場
に
集
合
）

申
し
込
み
　
十
二
日
ま
で
は
雪
ま
つ

り
事
務
局
へ
（
当
目
会
場
で
も
受
付

け
ま
す
）

出
場
者
　
市
内
外
の
ど
な
た
で
も
、

年
齢
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。

表
彰
　
一
位
～
十
五
位
。
最
年
長
、

最
年
少
者
賞
、
よ
う
こ
そ
賞
（
最
遠

隔
地
参
加
者
に
）
。
十
日
町
に
ち
な

ん
だ
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
．

問
い
合
わ
せ
　
雪
ま
つ
り
事
務
局

（
奮
七
－
三
七
三
二
番
、
二
－
五
三

六
六
番
）
へ
。

のお問い合せは雪まつり
騒ま，り事覇局へ寒茎二騰講。。灘・・

雪まつりの当日案内は2月10日頃、各世帯にお届けします。
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カラー

“雪の十9町“
鯨
匝製写真コンテスト

　
市
観
光
協
会
で
は
、
第
四
回
カ
ラ

i
「
雪
の
十
日
町
」
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
し
ま
す
。

テ
ー
マ
　
冬
の
十
日
町
に
取
材
し
た

も
の
で
未
発
表
の
も
の
。

　
一
部
…
…
三
十
四
回
雪
ま
つ
り
当

　
日
（
二
月
十
二
・
十
三
日
）
に
撮

　
影
し
た
も
の
。

　
二
部
…
…
雪
の
十
日
町
の
行
事
、

　
風
俗
、
風
景
。

　
三
部
…
…
克
雪
、
雪
と
闘
う
十
日

　
町
市
民
と
生
活
．

サ
イ
ズ
　
三
五
ミ
リ
判
以
上
の
カ
ラ

ー
ス
ラ
イ
ド
か
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
で

二
L
サ
イ
ズ
か
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
判

の
単
写
真
か
組
写
真
。

応
募
方
法
　
作
品
の
裏
面
か
応
募
票

に
題
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

醐書ーー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
一
．

雪まつり関係テレビ放映

◎2月11日（金〉

　午前7時～8時半　　T　N　N

　「ズームイン・朝」の中で

　～日本テレビ系、全国生中継

　リポーター　小林美樹（予定）～

◎2月14日（土）

　午前9時～9時55分　T　N　N

　「十日町雪まつり」

　～日本テレビ系　全国13局で～

※再放送…同日、午後4時～4時55分

◎3月23日（水）

　午後10時～10時55分　N　S　T

　「特捜最前線」の中で

脚2婁
き
ミ
ミ
2
き
聖
～
’
し
聖
’
2
聖
’
睾
ー
妻
’
…
’
睾
鈷
． 齢備備翻…齢岬鰍囎備割糟聯醐嚇

デ
ー
タ
を
記
入
し
て
。
ス
ラ
イ
ド
作

品
は
枠
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

送
り
先
　
千
歳
町
三
ー
三
　
十
日
町

市
役
所
内
、
十
日
町
市
観
光
協
会
、

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係

締
切
り
　
五
十
八
年
三
月
二
十
日

　
　
　
　
（
消
印
有
効
）

発
表
　
四
月
上
旬
に
地
元
紙
及
び
市

　
報
に
（
本
人
通
知
も
行
い
ま
す
）

審
査
員
　
羽
賀
康
夫
（
日
本
写
真
家

　
協
会
会
員
）

賞
　
●
「
雪
の
十
日
町
」
写
真
大
賞

一
名
（
賞
状
、
十
万
円
相
当
の
十
日

町
の
き
も
の
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
六
十
難
）

●
特
選
…
各
部
一
名
（
賞
状
、
五
万

円
相
当
の
十
日
町
の
き
も
の
、
コ
シ

ヒ
カ
リ
三
十
雛
）
　
●
入
選
…
各
部

七
名
、
●
努
力
賞

そ
の
他
　
入
賞
者
の
作
品
使
用
権
は

主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。
入
賞
以
外

の
作
品
は
、
返
信
用
切
手
同
封
者
に

限
り
お
返
し
し
ま
す
。

　
雪
ま
つ
り
を
盛
り
あ
げ
る
コ
ン
パ

ニ
オ
ン
と
し
て
ミ
ス
雪
ま
つ
り
を
募

集
し
て
い
ま
す
．

募
集
人
員
　
ミ
ス
雪
ま
つ
り
三
名

応
募
資
格
　
市
内
在
住
か
、
市
内
の

事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
十
八
歳
か

ら
二
十
五
歳
ま
で
の
未
婚
の
女
性

応
募
方
法
　
便
せ
ん
に
、
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
職
業
、

身
長
、
体
重
を
記
入
の
う
え
、
全
身

写
真
（
カ
ラ
ー
G
判
）
を
添
付
し
て

賞
　
十
目
町
の
き
も
の
（
振
袖
）

　
三
十
五
回
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
に

　
ご
招
待
（
五
十
九
年
二
月
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
雪
ま
つ
り
事

務
局
（
商
工
福
祉
会
館
内
）

そ
の
他

審
査
日
は
二
月
六
日
（
目
）
で
す
。

吻
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
諺

㊥㊥⑳吻吻吻㈱㈱吻巾㈱吻⑳吻㊥㈱㊥⑳㈱吻㈱qり

公
開
審
査
は
行
い
ま
せ
ん
．
吻

2月13日（日）

　新潟発10：33→十日町着12：37

　　十日町発16：46→新　潟　着19：15

～そのほか、定時列車は増結運行です～

十日町小唄絵入葉書発亮

2月1日から郵便協力会が

㌣
飼
解
小
娯

へ
娘
ざ
か
り
を
な
じ
5
し
て
暮
す

雪
に
う
も
れ
て
機
紘
事
花
の
朕
く
ま
じ
ゃ
小
辛
年

　
テ
モ
サ
ッ
［
ア
モ
　
ソ
ジ
ャ
ナ
イ
．
か

　
テ
モ
ソ
ジ
ャ
ナ
イ
カ

◇臨時列車◇

2月12目（土）

　長野発11：07→十日町着14：19

　新潟発12：30→十日町着14：55

　十日町発20：40→長　野　着23：50

　十日町発21：14→森宮野原着21：59

　十日町発21：01→新　潟　着23：01
　　　『
　十日町発21：39→越後川口着22：07

　
十
環
町
郵
便
協
力
会
、
十
臼
町
郵

噌
趣
会
で
は
、
市
観
光
協
会
な
ど
の
協

㈱
力
を
得
て
、
絵
入
葉
書
「
十
臼
町
小

騨
茎
発
売
し
ま
す
・

中　
　
こ
醗
絵
入
葉
書
は
、
五
枚
の
宮
製

㈱
葉
書
に
、
そ
れ
ぞ
れ
十
田
町
小
唄
の

　∞

欝
霧
藁
代
羅
緩

㈱
ト
を
配
し
た
も
の
で
、
こ
の
種
の
も

㊥
の
で
は
初
め
て
の
も
の
で
す
。
・

吻吻
　
題
字
と
イ
ラ
ス
ト
は
、
染
織
デ
ザ

㈱
イ
ナ
ー
の
鈴
木
蘭
さ
ん
．
で
す
。

㊥吻吻吻⑳㈱吻吻中㈱吻qり㈱qり

　　　　絵入ハガキ

亀？釣動・小曜

＼
黛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
qり

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磁
　
　
qり

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箪
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
qゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
．
晦
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
毒
　
q
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q
b

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
発
売
は
二
月
一
β
か
ら
で
、
十
β
伽

町
郵
便
局
の
窓
昌
で
あ
っ
せ
ん
し
ま
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

す
。
ま
た
、
雪
ま
つ
り
当
日
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

コ
、
・
、
ユ
ニ
テ
ィ
広
場
（
＋
高
グ
ラ
ウ
伽

ン
ド
）
に
や
っ
て
く
る
信
越
郵
便
局
qD

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

の
移
動
郵
便
車
門
お
と
ず
れ
号
」
で
⑳

販
売
妻
る
ほ
か
、
各
案
内
所
に
も
罵
㈱

意
し
て
あ
呈
す
・
　
　
　
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

　
販
売
価
格
は
鷲
離
一
一
一
百
円
で
す
。
⑳

寒
中
見
舞
や
お
友
達
へ
の
便
り
、
十
⑳

臼
町
市
の
P
驚
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
・
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
　
』
－
蓬
9
｛
～
　
　
　
　
　
㏄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q
ゆ

騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
、
ざ
、

粋
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
齢
§
§
§
§
彩
§
§
§
§
§
§
§
＆
§
鉱

課
　　、

くンレつしレうじ◆つじ舷×ン壷つCノレう（ン←う

一7
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h

　
現
在
農
業
以
外
の
仕
事
に
専
念
し

て
い
る
の
で
農
地
の
一
部
ま
た
は
全

部
を
委
託
に
だ
し
た
い
。
後
継
者
不

足
な
ど
で
農
業
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
適
当
な
借
手
が
い
た
ら

貸
し
た
い
。
一
方
で
、
農
地
を
借
り

て
規
模
拡
大
し
、
大
型
機
械
を
も
っ

と
効
率
よ
く
使
い
た
い
と
考
え
て
い

る
農
家
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
農
地
の
貸
借
及
び
売

買
を
円
滑
に
促
進
し
よ
う
と
す
る
の

が
「
農
用
地
利
用
増
進
事
業
」
で
す
。

◎
農
用
地
利
用
増
進
事
業
と
は

・
農
地
の
貸
し
借
り
、
売
買
は
農
地

法
の
許
可
が
い
り
ま
せ
ん
。

・
市
内
全
農
地
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
貸
手
に
十
牌
、
当
た
り
一
万
～
二
万

猛顯

　　　　・♪き＼＼い

円
の
農
地
流
動
化
奨
励
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

・
農
地
を
貸
し
て
も
約
束
の
期
限
が

く
れ
ば
確
実
に
返
し
て
も
ら
え
ま
す
。

・
売
買
・
交
換
の
所
有
権
移
転
登
記

は
農
業
委
員
会
が
行
い
ま
す
。

・
売
買
の
場
合
に
は
税
の
優
遇
措
置

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
広
く
農
家
の
方
々
か

ら
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
各
地
区

に
四
十
二
名
の
農
地
流
動
化
推
進
員

（
農
業
委
貝
を
含
む
）
が
置
か
れ
て

い
ま
す
の
で
、
農
地
の
貸
し
借
り
ゃ

売
買
に
つ
い
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
農
業
委
員
会
事
務
局
（
盈

七
－
一
一
二
一
一
番
内
線
二
六
一
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
地
転
用
は
許
可
を
と
っ
て
か
ら

　
農
地
（
田
、
畑
）
を
、
農
地
以
外

（
宅
地
、
事
業
用
敷
地
、
山
林
等
）

に
転
用
す
る
場
合
に
は
県
知
事
の
許

可
が
必
要
で
す
。
許
可
を
受
け
な
い

で
転
用
し
た
場
合
は
、
農
地
法
違
反

（
三
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
百
万

円
以
下
の
罰
金
）
と
な
り
ま
す
の
で
．

必
ず
許
可
を
得
て
か
ら
転
用
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
つ
ぎ
の
点
に
も
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

①
最
近
、
手
不
足
等
で
か
な
り
多
く

の
農
地
が
荒
廃
し
て
お
り
ま
す
が
、

雑
木
や
芽
が
生
え
て
い
て
も
原
野

（
荒
地
）
と
し
て
地
目
変
更
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
植
林
や
養

魚
池
等
は
条
件
に
適
合
す
れ
ば
許
可

さ
れ
ま
す
。

②
農
業
用
施
設
や
農
地
の
保
全
利
用

増
進
の
た
め
に
、
自
分
の
農
地
を
転

用
す
る
場
合
は
、
二
百
平
方
層
末
満

の
も
の
に
限
り
届
出
で
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

③
農
地
法
に
基
づ
く
申
請
は
、
毎
月

十
五
日
が
締
切
り
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
県
知
事
の
許
可
は
、
お
よ
そ
二

ヵ
月
後
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

申
請
し
て
違
反
の
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
農
振
法
に
よ

る
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

農
地
は
、
指
定
か
ら
除
外
さ
れ
な
い

限
り
転
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
農
業
委

員
ま
た
は
、
市
農
業
委
員
会
（
盈
七

ー
三
一
一
一
番
内
線
二
六
一
）
へ
。

新幹線駅駐車場の利用について
11月15日から開設した市営の新幹線駅駐車場は、12月末までに越後

湯沢29霊台（のべ489台）、浦佐11台（のべ20台）の利硝がありまし

た。なお、浦佐駅駐車場は降雪のため、現在使朋できません。

纈越後湯沢駅駐奪場（イナモト旅館前、市営20台収容）

無断駐車は絶対しないでください。駐車の際は一一乱一一クルマをと

めて→イナモト旅館フロントで使溺申込書を記入（免許証をお持ち

ください〉→許可証を受けとつて→クルマのフロ≧トガラスの内側

に掲示したら鱒クルマに鍵をかけて→鍵をフロントにお預けくださ

い。〈　・《電話での予約申込みはできません・一・〉・

響浦佐駅を利用するときは、つぎの無料駐車場を

市営駐車場は現在使用できませんので、下図の無料駐車場をご利周

ください。東口・酉口駅前駐車場は30分以内の駐車に限り自由に利

罵できます。大穂町営駐車場は駐車手続きの必要はありませんが、

高架下無料駐車場は、午前9時～午後5時までは浦佐駅内旅行セン

ターに、それ以外の時聞は浦佐駅事務室に申し串《くださ糠㌔

　　　　　　　　　　　　　　高架下無料駐車場
　　　　　　　　　　　　　　　　（60台収容）

西口駅前無料駐車場
　　（22台収容）

崇30分以内に限る　　西口駅前，
　　　　　　　　　　広　　場

　　　　浦　佐　駅
　　　　　　　一

1櫃コ畷

　　　　浦佐駅附近

蕊駐壁璽

東口駅前無料駐車場
　　（29台収容）

崇30分以内に限る

　
　
線

　
　
号

　
　
ロ

日
道

　
　
ド
国

大和町営無料駐享場
　　（92台収容）

※湯沢駅東口構内に違反駐車している十日町市のクルマがみかけられます。

　駐車する時はイナモト旅館駐車場か、西口前無料駐車場（30分以内）に。

農地の売・買・貸・借は

優遇措置のある“農業公社、で！ノ

十日町市農業委員会にご相談ください。

　　　〒951新潟市白山浦1丁目614番地

　　　TEL（0252）31－1241㈹

　　（財）新潟県農業公社

　今年10月1日現在で行われる「昭和58年住

宅統計調査」の単位区設定にともない、1月
中旬より該当地区の要図（地図）作成が進め

られています。この調査は、住宅状況の現況

や住宅事情を明らかにして、住宅政策の基礎

資料とすることを目的としています。十日町

市では、下表のとおり調査区が抽出されまし

たのでご協力をよろしくお願いします。

◆住宅統計調査指定調査区◆
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住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
個
人
住
宅

建
設
資
金
の
申
込
み
受
付
け
を
つ
ぎ

の
要
項
で
行
い
ま
す
。

　
合
　
場
　
の
　
等
　
居
　
同
　
人
　
老
　
は
　
内融資額及び利率

住宅の床面積
利　　　　率

融資限度額当初10年間 11年目以降

50㎡　～110㎡以下
　　　（135㎡以下） 5．5％ 7．3％ 480万円

110㎡超～135㎡以下
（135㎡超～165㎡以下） 6．5％ 7．3％ 530万円

135㎡超～150㎡以下 7．3％ 7．3％ 530万円

　　訓練生を追加募集
　県立十躍町高等職業訓練校では、昭和58

年度の訓練生を追加募集しています。

●受付及び選考期日　随時

●受付場所　訓練校または公共職業安定所

●選考場所　十輯町高等職業訓練校

　　　　　　　（学校町　盈7－1105番〉
詳細についても同訓練校へ

◎
受
付
期
間
　
　
一
月
二
十
六
日
㈱
～

二
月
二
十
五
日
働
ま
で

◎
選
考
方
法
　
選
考
（
無
抽
選
）

◎
返
済
の
期
間
　
木
造
の
場
合
二
十

五
年
以
内

◎
返
済
方
法
　
原
則
と
し
て
元
利
均

等
毎
月
払
い

◎
申
込
場
所
　
住
宅
建
設
場
所
と
同

一
県
内
の
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関

　
詳
細
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東

支
所
（
密
〇
二
七
二
－
三
二
ー
六
六

五
五
番
）
ま
た
は
、
お
近
く
の
公
庫

業
務
取
扱
金
融
機
関
へ
。

　
N
H
K
学
園
で
は
、
通
信
教
育
の

生
徒
・
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募集科及び募集人員（養成訓練）

o
高
等
学
校
普
通
科
コ
ー
ス

　
N
H
K
の
放
送
を
利
用
し
て
、
働

き
な
が
ら
高
校
卒
業
の
資
格
を
と
り

た
い
か
た
に

　
●
入
学
資
格
　
中
学
校
卒
業
・
卒

業
見
込
み
ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力

の
あ
る
か
た

　
●
受
付
期
間
　
三
月
一
日
～
四
月

十
五
日

o
高
等
学
校
教
養
コ
ー
ス

　
高
等
学
校
レ
ベ
ル
の
知
識
と
教
養

を
身
に
つ
け
た
い
か
た
に

　
●
受
付
期
間
　
三
月
一
日
～
四
月

三
十
日

o
社
会
通
信
講
座
（
書
道
、
簿
記
な

ど
十
二
講
座
三
十
六
コ
ー
ス
）

　
余
暇
を
利
用
し
て
、
趣
味
と
教
養

を
身
に
つ
け
た
い
か
た
に

　
●
受
付
期
間
　
二
月
一
日
～
四
月

二
十
日

　
詳
し
い
案
内
書
を
希
望
す
る
か
た

は
、
N
H
K
新
潟
放
送
局
（
〒
九
五

〇
　
新
潟
市
弁
天
一
丁
目
）
に
ハ
ガ

キ
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

五
＋
八
年
度
市
奨
学
生
を
募
集
中

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
五
十
八
年

度
の
市
奨
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
五
十
八
年
度
に
高
校
、

高
専
、
短
大
、
大
学
に
進
学
予
定
か

在
学
中
の
人
で
、
次
に
該
当
す
る
人

　
①
十
日
町
市
に
三
年
以
上
居
住
す

る
世
帯
の
子
弟
　
②
学
業
成
績
が
優

秀
と
認
め
ら
れ
る
人
　
③
経
済
的
な

理
由
で
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
人

④
心
身
共
に
健
全
な
人

●
奨
学
金
の
額
（
月
額
）
　
高
校
、

高
専
（
五
千
円
）
　
短
大
、
大
学

（
一
万
一
千
円
）

●
採
用
予
定
者
数
　
高
校
、
高
専
…

十
二
名
大
学
、
短
大
…
八
名

●
申
込
み
先
　
二
月
二
十
一
日
㈲
ま

で
に
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
盈

七
i
三
二
一
番
内
線
二
七
二
）
へ
。

並
日 通　　訓 練 種

別
＿“

ア 染 工
ザ 色 仕

茨
科

イ 工 織
ン 士

万 物 名
科 科 科

20 20 20 定
員

若 若 若 追
干 干 干 募
名 名 名 集

四一
　カ
月年

四一
　カ
月年

四一
　カ
月年

開訓
噸
月
間

十県十
目立日 訓

町　　町 練

〃 〃 訓　市 の

練　学 場

校　校
　　町

所

の色高 入

〃 〃
人神卒
　正以

校
資

常上 格

実能にテ 午知染絞 学の織
技ときキ 百識等り 科製物
千知もス 時　’の染 五織の 訓
百識のタ
五　’図ル

間学染　’
　科色型

百で分
時き解

練

十学案デ 四技染 間る　’ 内

時科のザ
間四製イ

百法め
七が　’

’技設
実能計

容

百作ン 十で手 技と　’ と

二がの 時き描 千知工 時
十でう
時きち

問るき
’技　’

七識芸
十　　的

間

間る　’ 実能草 時　　織 数
’技特 技と木 間　　物

法律相談センターご利用を一

野潟県弁護士会では、弁護士による総合的な

蓼相談センターを設立しました。づぎのよう

島合、早臼にざ相談ください。

潟
相
合
土

新
律
場

　
法

　
勉
等
　
　
談

　
　
の
続
件
示

　
そ
相
事
　
、

　
　
、
、
償
書

　
金
子
賠
約

　
灘
親
の
契

。
難
　
》
等
●

い
○
婦
災

さ
　
　
夫
労
争

だ
ル
●
や
紛

く
ブ
　
　
故
の

　
ラ
題
事
上

　
ト
問
通
売

ざ
の
に
庭
保
○

臼
家
や
　
　
産

早
　
、
、
地
貸
．
こ
の

　
　
　
の

　
●
銭
も
会

な
　
　
金
の
●

証
交
商
題
織
世

　
　
　
や
問
臼
護

　
　
　
　
　
の
a
弁
内
曜
談

借
と
倒
書
所
県
構
金
相

　
　
　
　
書
場
潟
所

　
め
社
遺
談
新
判
曜
長

　
　
　
　
　
、
相
◎
裁
月
◎
控
毎
相
詳

　
　
　
　
書
●
　
　
方

　◎新潟県弁護世会（新潟市学校町通、新潟地

方裁判所構内（魏0偽2－22一詐65番）

　月曜～金曜まで毎日　午後1時～4蒔まで

　◎長岡相談所（畏岡布三和町、裁判所内弁護

士控室　饗0258－35－8373番）

　毎週水曜日、午前10時～12時まで

●相談料　原則として1時聞以内5，0QO円

　詳しくぱ両相談所に闘い合わせてください。

危
険
物
取
扱
者
講
習
会
を
開
催

　
五
十
七
年
度
二
回
目
の
危
険
物
取

扱
者
講
習
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で

対
象
者
は
必
ず
受
講
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
　
消
防
法
第
十
三
条
の
五

の
規
定
に
よ
り
、
製
造
所
、
貯
蔵
所

ま
た
は
取
扱
所
に
お
い
て
危
険
物
の

取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
危
険
物

取
扱
者
（
以
下
「
受
講
義
務
者
」
）

及
び
、
現
在
は
危
険
物
の
取
扱
作
業

に
従
事
し
て
い
な
い
が
、
受
講
を
希

望
す
る
危
険
物
取
扱
者

●
受
講
の
義
務
　
受
講
義
務
者
は
、

つ
ぎ
に
定
め
る
期
間
内
に
講
習
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ω
製
造
所
等
で
、
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
日

か
ら
一
年
以
内
。

　
ω
製
造
所
等
で
、
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日

前
四
年
以
内
に
免
状
の
交
付
を
受
け

て
い
る
場
合
は
、
免
状
交
付
の
日
か

ら
五
年
以
内
。

　
⑥
講
習
を
受
け
た
後
、
引
き
続
い

て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

い
る
場
合
は
、
講
習
を
受
け
た
日
か

ら
五
年
以
内
。

●
日
時
及
び
場
所
　
三
月
三
日
困

午
前
九
時
よ
り
受
付
開
始
　
長
岡
自

治
会
館
（
長
岡
市
神
田
町
）
ほ
か
五

会
場
●
受
講
申
請
受
付
期
間
　
二
月
一
日

㈹
か
ら
講
習
日
の
十
日
前
ま
で

●
申
込
先
　
〒
九
五
一
　
新
潟
市
学

校
町
通
一
番
町
　
新
潟
県
総
務
部
消

防
防
災
課
危
険
物
係

●
講
習
手
数
料
　
千
六
百
円
（
県
収

入
証
紙
で
納
入
）

●
申
請
書
　
受
講
申
請
書
は
、
十
日

町
地
域
消
防
本
部
（
盈
七
－
一
五
五

五
番
）
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
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塾 明日の親のための講座

市公民館（本館）では、新婚（婚約者含）・妊娠期のこれから親になる男女　S　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
を対象1こ、次のような学習の機会を計画しました．新婚者に限らず未婚のS※名簿は住民票（市役所・市民生活課）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S　　により作成案内状は2月下旬頃、本　・
青年男女の参加も歓迎します。さそいあわせてどうぞおいでください・　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　人宛に送付します。　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

　　　　　　　　　　　　　　　　◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　◆◆’

　　　　　　　　　　　灘鱒㊥　　1昭和58年　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　，十日町市成人式のお知らせ1

いらつしやい1．顯麗萎離・午1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　S●該当者　昭和37年4月2日～38年4
一十日町市公民館（本館）盈7－5011番一　s　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　月1日生まれの当市在住者　・
　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

1
2月3日
　（木）

産む自由産まない自由
上越教育大教授

前　田　幹先生

2
2月8日
　（火） 親になる期待と不安

上村病院産婦人科
●妊娠（受胎）から分娩まで

2月15日
●良い子（健康な子）を産むため 高木成子先生

3 （火）
には

4
2月22日
　（火） はじめての赤ちゃん 医　師（新潟市）

5
3月1日
　（火）

●かかりやすい病気と予防

●父親、母親にとって育児とは
桑原貞子先生

6
三ツ児の魂百まで
　●しっけのポイント

〈交渉中＞

7
　家庭ってな～に
●家庭内のコミュニケーション

専門講師を

交　　渉　　中
（嫌喜欝で）

8
　カウンセリング
●心、身体、育児での悩みにお答
えして

■時間／夜7二〇〇～9二〇〇　■会場／十目町市公民館（本館）

■受講料無料　■当日申込可

こんなとき要注意〃《非行の兆候》

　　　　　　　　し　　　　　　少年が非行化するときは、
　　　青白く荊鮒、るいろいろの兆候があらわれる

　　　　　　もの。
　　　　　　特に服装や化粧が変わった
　　　ビアス　　　時などには注意しなければな

　　　　　　りません・
　　　蟹；講タ』　　●ことさら流行をおった派

　　　2っめの　　手なシャツやズボンを身につ
　　　ポタンまではずす
　　　　　　ける。
　　　擁（ヶ・ヵ剛　　●学生服をきらい、極端に
　　また上が長、、　　流行をおった髪型をする。
　　バンドは細目で下の方　●女子学生が規定外のスカ
　　ズホ1ン‘まストレート
　　　　　　ートを用い、胸をことさρ）あ
　　惣解響．）　けている・つけまつ毛、アイ

　　　　　　シャドウ、うすい口紅、薄化
　　　　　　粧をして、ッメをとがらせて、
　　　　　　マニキュアをする。
　　　　　　　　こんなときなどは、特
　　　　　　に注意しましょう。
密7－8918　　　　“非行は家庭の注意の切れ

　　　　　　目から“

顔は薄化粧

つけまつげ、アイシャドウ

ロ紅の代りにシャインリッフニ

眉毛は剃って綱く書く

ビアスを髪でかくす

胸もとを開ける

自分で長く作ゆ変える
ピニール色テープ

スズ（鈴）や

キーホルダー

中身は化粧品等

スカートは長”い

ピンクまたは白ソックス
（スカートのすそと

　すれすれ）

少年相談は

寸一マをかけ染めている

メッシュ染（部分染〉

上着はゆっくalして
丈が長い

腕にはブレ

スレット

テーブ

自分で長く

作り変える

指輪

ツメをとがら・せ

てマニキュア

白ズック

十日町市少年育成センター
青少年育成十日町市民会議

◆　◆　◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　◆◆，◆

宿属茜能祭

錘の・ 鯉の灘

参加団体募集2

　
市
民
芸
能
祭
は
、
例
年
夏
の
部
と

秋
の
部
に
分
け
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
去
年
ま
で
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を

夜
間
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和

五
十
八
年
度
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
期
に
、
昼
間
一
回
と
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
年
々
参
加
団
体
も
増
え
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
市
民
芸
能
祭
に
な
っ

て
来
て
い
ま
す
が
、
参
加
団
体
を
次

の
要
項
で
募
集
し
ま
す
。
多
く
の
団

体
、
グ
ル
i
。
フ
の
参
加
を
〃
”

●
対
象
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル
の
ス

　
　
　
　
テ
ー
ジ
で
発
表
で
き
る

　
　
　
　
市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の

　
　
　
　
団
体
グ
ル
㌧
フ
。

●
期
日
　
夏
の
部
六
月
十
九
日
㈲

　
　
　
　
秋
の
部
十
月
十
六
日
㈲

※
参
加
は
、
い
ず
れ
か
一
回
限
り

（
出
演
時
間
は
十
五
分
以
内
）

●
申
し
込
み
　
二
月
末
日
ま
で
に

公
民
館
ま
た
は
地
区
館
へ
。

●
問
い
合
わ
せ
は
公
民
館
事
業
係

（
盈
七
－
五
〇
一
一
番
）
へ
。
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ナ　　尋罵
　　　　　　　　　ボ　　　　　　　ス　　　　　繋
　　育俸〈2月の大会・行事予定〉

●体育課暦7－3111番（内線275）

●市民体育館智7－5208番

広げよう…市民のなかにスポーツの輪を

　　高めよう…みんなの手で友愛の輪を

会2／6（日民スキ

■主　催　　十日町市教育委員会　十日町市体育協会

　　　　　十日町市スキー協会　十日町市小・中学校P　T　A連合会

■期　目　　昭和58年2月6日（日）

■会　場　　アルペン競技（十日町市民スキー場）

　　　　　距離競技（西小学校グラウンド周辺）

■日　程　　両競技共、午前9時開会式、午前9時半競技開始

■種　目　　〈アルペン競技＞〈距離競技＞とも小学校は3～6年まで、学年

　　　　　　男女別とし、中学校は男女別とする。

　　　　　〈アルペン競技＞の回転は小学生1本、中学生は2本

　　　　　く距離競技＞小学校3・4年…2km、5・6年…男4km・女3km

　　　　　　　　　　　中学校…男8km・女4km

■申　込　　1月28日働正午までに市教育委員会体育課に申込用紙を記入し

　　　　　参加料（1人100円）を添えて申込んでください。

OO②（∋◎●②④ロ0ロ
　　　いっでもどこでもちょっと1分間すぼ⊥うしてみませんか
一日に一度は生活の中で　朝食の前に、食後の運動に、新聞を読んだ後に、テレビの

合間に…室内やお庭、廊下など、どのような場所でもちょっとした運動ができるので

す。一日の生活の中で、このような運動を随時行ってみませんか？　＿

期日 曜 大会　・行事 会　　　場 主　　　催

％ 日 第12回十日町市民
スを一選手権大会

市民スキー場
西小グラウンド

市教育委貝会
スキー協会

活 金 郡　市　中　学　校
新人スキー大会

市民スキー場
田　　沢　　中 中　体　連

漉 日
（軟　式　庭　球）
甫民インドア選手権大会 市民体育館 庭球協会

滋 木 市　内　小　学　校
ス　キ　ー　大　会

市民スキー場
市営グラウンド（城ヶ丘） 小　体　連

冶 日 春季バスケットボール
リ　ー　グ戦開始 市民体育館

バスケットポール協会

％～25 第38回国民体育大会、
冬季大会（スキー） 草　　　　津

・しめ焼、祭勃鄭1／15寿公園

　上町青年会が約40年ぷりに地方色豊かな
民俗行事一さいの神一を復活したものです。

鍛

，

　ロ　　　　　　　コ　，　　　’■■，　　　　　　『，　r，一』　　　　　’r

　　　　　1‘レ

毒

　　　　　　　　　　’　執

’
・ ／謎諭
聖ま賛舘懸鞭
　　　　　　　　　　　　　　　爾足響葡に俸ばして厘
　　　　　　　マッサージ　　　　り、繭へ後ろへ、左
　　　　　　　　　　　　　　　右へお尻で歩こう、　　　　　　　金身をなで、さする。

獣　　　　－’

　　　　　　　　〃

げ
深呼吸

　手を上げて、胸を彊

　って。

　　・易

謬’
δガ
訴《

謬
大あくび

　身‘奉を反らせ葦しよう

物
ヲ
！

轟

、
㌧
　
拗
ク

胸を張る

爾肩、商腕を後ろへ！

雛
腰悼ばし

復ろ、頓…と仰ばす

野
’

　▲

　“福導が来る

を祈りながら

火の中に

背伸ぴ

　頭の頂点をひっはり上

　けるように

函屡廊　▼
　　　1／10・15・20・25

　　　　　　　鱒継
　　　　　　　灘『

　　　　　　謡
　　　　　　　　室盤
　　　　　瓶　、藍講蹴

十日町の

入に

醸騒りなηました
　大島としいさん
　～埼玉・小川町から～　　　〔32〕

★
和
紙
の
産
地
で
有
名
な
埼
玉
県
比

企
郡
小
川
町
か
ら
、
昨
年
十
月
に
十

日
町
の
人
に
な
っ
た
の
は
、
市
内
駅

通
り
大
島
義
隆
さ
ん
（
自
営
業
三
十

二
歳
）
の
と
こ
ろ
に
嫁
い
で
来
た
と

し
い
さ
ん
で
す
。

★
二
人
が
知
り
合
っ
た
の
が
十
年
前
、

義
隆
さ
ん
が
大
学
院
生
当
時
、
ア
ル

バ
イ
ト
先
の
東
京
の
大
手
デ
パ
ー
ト

に
勤
め
て
い
た
と
し
い
さ
ん
に
出
逢

っ
て
以
来
と
い
い
ま
す
か
ら
、
相
当

長
い
交
際
後
の
ゴ
ー
ル
イ
ン
で
す
。

★
「
女
性
に
美
人
が
多
い
こ
と
」
、

「
話
し
方
、
言
葉
な
ど
親
切
で
や
わ

ら
か
な
物
腰
の
人
達
が
多
い
こ
と
」

「
洗
濯
物
が
乾
か
な
い
」
「
ス
ノ
ー
ダ

ン
プ
の
健
い
方
も
大
変
」
な
ど
十
日

町
に
来
て
三
カ
月
を
過
ぎ
た
今
の
感

想
で
す
。

★
東
京
で
十
数
年
や
っ
て
い
た
事
務

と
い
う
仕
事
か
ら
、
お
客
さ
ん
相
手

の
仕
事
に
一
転
し
た
と
し
い
さ
ん
は

「
小
さ
い
頃
に
は
憧
れ
て
い
た
仕
事

だ
っ
た
の
で
す
が
、
や
は
り
大
変
な

仕
事
で
す
ね
」
。
そ
れ
で
も
大
島
さ

ん
一
家
の
人
達
は
「
慣
れ
な
い
の
に

良
く
働
く
人
、
稼
ぎ
手
の
人
か
ら
来

て
も
ら
い
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

★
と
に
か
く
忙
し
ぐ
、
二
人
で
い
る

時
間
が
あ
ま
り
持
て
な
い
の
が
残
念

だ
と
い
い
ま
す
が
「
休
み
の
日
に
は

二
人
で
ワ
イ
ン
で
も
飲
み
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
将
来
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
語
り
た
ど
と
細
や
か
な
夢
を

も
つ
十
日
町
の
人
で
す
。

ゆ
ず
り
ま
す
＊
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
1
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
　
　
ず
　
　
　
り
　
　
　
ま
　
　
　
す

ゆ
ず
　
っ
　
て
く
だ
さ
　
い

品
　
　
　
　
　
名

規
　
　
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
　
　
名

規
　
　
　
格

希
望
価
格

机
（
ス
チ
ー
ル
製
）

中
　
　
古

一
万
五
千
円

ブ
　
ラ
　
ン
　
コ

中
　
　
古

一

相
談
で

自
動
車
（
セ
リ
カ
千
六
百
㏄
）

〃

＋
二
万
～
＋
三
万
円

卓
　
　
球
　
　
台

躍

〃

編
　
　
　
　
　
機

新
　
　
品

四
万
円

ス
キ
⊥
式
（
低
学
年
用
）

厚

厚

ス
キ
ー
靴
（
獅
㎝
）

中
　
　
古

三
万
～
三
万
五
干
円

洗
濯
用
乾
燥
機
（
日
立
）

〃

相
談
で

ラ
・
テ
・
カ
・
セ

〃

三
万
円
位
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二
十
歳
に
な
っ
た
ら
…
…

　
　
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ

た
方
々
は
、
成
人
と
し
て
多
く
の
権

利
が
得
ら
れ
る
と
同
時
に
果
た
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
や
責
任
も
生

じ
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ

の
ひ
と
つ
で
す
。
（
厚
生
年
金
加
入
者

を
除
き
ま
す
）

勲囎暴
漣

　
　
　
　
」
齢
菰
無

　
国
民
年
金
制
度
は
、
国
と
加
入
者

が
連
帯
し
て
老
後
の
生
活
の
安
定
を

は
か
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
て

い
る
制
度
で
す
．

　
国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
、
老
後

の
所
得
保
障
と
し
て
の
老
齢
年
金
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
永
い
人
生
の
途

中
に
お
け
る
不
慮
の
事
故
に
も
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
病

気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
っ
た
時
に

は
、
障
害
年
金
が
、
ま
た
一
家
の
働

き
手
で
あ
る
ご
主
人
に
先
だ
た
れ
十

八
歳
未
満
の
子
供
を
抱
え
る
母
子
家

庭
に
な
っ
た
時
に
は
母
子
年
金
が
、

そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ
れ
る
ほ
か
準
母
子

年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
な
ど

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
成
人
の
皆
さ
ん
。
国
民
年
金
に
加

入
し
、
希
望
あ
ふ
れ
る
将
来
の
生
計

身10
体力
測月
定児

育診4
児並カ

　月学び児
級に健

児1
歳
健6
　
力
診 月

3
歳
児
働
診

事
業
名

O　　お

雪　願
の　　い

た一め歯1健科歳
診健6に診力
こ　が月

らあ児
れ　り　’

な　ま3

いす歳
方か6は　ら力

交歯月
通を児
事きの
情れ方
が　いは
よ　に

く　み

なが
つ　い

て　て

か来
ら　て

お　く

い　だ
で　さ

く　い

だ　Q
さ
い
o

　2
（月月
）
21
　
日

　2
宋月
＿23
　日

　2
釜月

＿18
　日

　2
宋月
）15
　日

期
目

～午
　後
3　1
時時

～午
　後
1　1
時時
30
分

～午
後
2
　
1
時 時

～午
後
2
　
1
時
時

受
付
時
間

保
健
セ
ン
タ
1

会
場
名

るもΩ生57
互鰭れ年
の外の4
あで児月

生57
れ年
の10
児月

生56
れ年
の8
児月

生54
れ年
の8
児月

対
象
児

全　　　　　　　域

参
集
区
域

を
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
加
入
手
続
き
は
、
市
役
所
市
民
生

活
課
年
金
係
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

（
盈
七
－
一
三
一
一
番
内
線
二
一
八
）

児
童
手
当
受
給
者
の

皆
さ
ん
へ

　
十
月
分
～
一
月
分
の
児
童
手
当
・

特
例
給
付
が
、
二
月
十
日
頃
み
な
さ

ん
の
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り
込
ま

れ
ま
す
。

　
支
給
額
は
、
支
給
対
象
児
童
一
人

に
つ
き
月
額
五
千
円
（
市
民
税
所
得

割
非
課
税
の
受
給
者
は
、
月
額
七
千

円
）
で
す
。

　
不
明
の
点
は
、
市
役
所
市
民
生
活

課
年
金
係
（
B
七
－
三
一
一
一
番
内

線
二
一
九
）
ま
で
。
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ロ

．
　
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）
一

　
　
　
　
　
奮
5
の
2
0
0
3
番

　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
　
　
　
魯
0
2
5
7
6
3
1
2
1
1
1
番

　
　
　
千
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）

　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
1
8
の
2
0
3
4
番

　
　
　
水
沢
診
療
所
（
土
市
三
）

　
　
　
　
　
密
8
の
2
0
3
9
番

　
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
6
1
番

　
　
　
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）

　
　
　
　
　
曾
2
の
2
5
8
1
番

　
　
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）

　
　
　
　
　
β
2
の
3
2
7
6
番

一
6
日

一一一一一一一一い
一
11
日

一ロ

一
の
日
）

い
一
13
日

一一一一一一一い
皿
20
日

一一い
皿
27
日

一一

（
建
国
記
念

精神衛生相談のお知らせ

期覆／2月聾鰍木）

時間／集後叢蒔欝蜘＄縫

会場／保健難諺ダー

擾当践飾／中条病院　騰賀鋸盤

●ノイローゼ気味で眠薦懸い

●すべて煩わしく仕事をしたくない

●学校や職場を休みがち

●酒びたりで乱暴をする

　その他精神的な事でお困りの方

（代理の方でも結構です）は、お気

軽においでください。

　秘密は厳守します。

問い合わせ　市・保健衛生課

　　　　（盈7－3111番内線227・228）

　
寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
十
日
町
繊
労

七
万
五
十
円
　
▼
上
越
国
際
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
十
目
町
コ
ー
ス
　
一
万

二
千
九
百
三
十
六
円
　
▼
内
藤
直
義

（
椌
木
）
千
円
　
▼
十
目
町
ロ
ー
タ
ー

ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
（
代
表
島
田
誓
二
）

十
二
万
三
千
百
九
十
六
円
　
▼
十
目

町
美
術
協
会
　
十
二
万
三
千
二
百
三

十
八
円
…
色
紙
チ
ャ
リ
テ
ィ
展
　
▼

匿
名
　
　
一
万
円
　
▼
星
名
ミ
サ
（
八

幡
田
町
）
二
千
六
百
四
十
一
円
　
▼

美
野
里
会
　
ぞ
う
き
ん
六
十
二
枚

▼
十
日
町
青
年
会
議
所
　
七
万
円
…

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー
ヘ
　
▼

春
川
（
新
座
一
）
五
千
円
…
身
障
福

祉
へ
　
▼
樋
熊
正
規
・
太
田
淳
一

（
南
新
田
町
）
五
千
円
　
▼
桑
原
正

治
（
新
座
）
生
花
等
十
日
町
・
中
条

・
津
南
各
病
院
へ
　
▼
関
口
潔
（
加

賀
糸
屋
町
）
　
一
万
五
千
円
…
交
通
遺

児
へ
　
▼
関
口
潔
（
加
賀
糸
屋
町
）

五
万
五
千
円
…
交
通
遺
児
へ
　
▼
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町
一
団
二
万

二
千
八
百
八
十
七
円
…
街
頭
募
金

▼
羽
根
川
荘
利
用
者
…
窓
口
募
金

六
千
七
百
三
十
四
円
　
睦
会
　
千
百

五
十
円
　
背
戸
部
落
　
二
千
三
百
円

水
沢
老
人
ク
ラ
ブ
　
千
八
百
円
　
匿

名
三
千
円
い
ろ
り
会
千
三
百

円
　
上
村
ム
ツ
ほ
か
　
九
百
円
　
水

落
ミ
ツ
ほ
か
　
千
四
百
円
　
十
日
町

和
裁
士
会
　
千
五
百
円
　
老
人
ク
ラ

ブ
稔
り
会
　
千
七
百
円

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　
▼
庭
野
日
敬
　
百
万
円
　
▼
岡
村

五
千
円
　
▼
新
川
屋
㈱
　
も
ち
三
百

”
地
方
選
挙
早
わ
か
り
”

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
こ
と

し
の
地
方
選
挙
に
備
え
、
候
補
予
定

者
に
「
地
方
選
挙
早
わ
か
り
」
を
斡

旋
し
ま
す
。

　
B
五
版
・
三
百
二
十
五
ぺ
ー
ジ
で

地
方
選
挙
に
つ
い
て
、
候
補
者
や
運

動
員
が
ぜ
ひ
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

三
十
箱
　
▼
村
山
ハ
ル
（
大
黒
沢
）

二
千
円
　
▼
小
川
イ
ト
（
尾
崎
）
六

百
十
五
円
　
▼
庭
野
み
よ
の
　
二
千

円
　
▼
十
日
町
病
院
親
睦
会
　
二
万

三
千
三
百
三
十
六
円
　
▼
池
田
作
三

千
八
百
十
二
円
　
▼
十
日
町
繊
労
関

芳
支
部
　
五
千
百
四
十
六
円
　
▼
市

村
（
伊
達
）
五
百
三
十
二
円
▼
常

角
熊
吉
　
五
千
百
四
円
　
▼
庭
野
カ

ヨ
　
一
万
円
　
▼
真
浄
院
　
四
万
千

三
百
六
十
円
　
▼
庭
野
建
作
（
本
町

六
i
三
）
九
百
九
十
五
円
　
▼
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町
一
団
　
一
万
八

千
五
百
四
十
七
円
…
街
頭
募
金

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
一
月
二
十
六
目
困
　
午
前
九
時

半
～
午
後
O
時
半
　
吉
田
山
谷
、
稲

葉
の
各
一
部
▼
一
月
二
十
八
日
囲

午
前
九
時
～
正
午
春
日
町
二
丁
目

・
三
丁
目
、
錦
町
一
丁
目
・
二
丁
目
、

高
山
第
二
・
第
三
・
第
四
の
各
一
部
、

塚
原
町
の
全
部
　
▼
二
月
三
日
困

午
前
九
時
～
正
午
春
目
町
一
丁
目

の
一
部
▼
二
月
四
日
囲
午
前
九

時
～
午
後
一
時
　
四
日
町
第
一
・
第

二
、
中
条
旭
町
の
各
一
部
、
四
目
町

第
三
・
第
四
、
尾
崎
、
太
子
堂
の
全

部　
　
　
　
　
を
斡
旋

が
、
わ
か
り
や
す
く
順
を
追
っ
て
記

述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
候
補
予
定
者
で
、
購
入
を
希
望
す

る
か
た
は
、
市
選
管
事
務
局
（
盈
七

⊥
三
一
一
番
内
線
二
二
一
）
に
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
斡
旋
価
格
　
一
冊
…
千
円


